
旧タイプ    マイナスドライバーで回し水量調整する 新タイプ TC-706 (4H3)   2/4
（力を入れないと回らない事が多い）

散水口は各４か所

十字レンチ10mm 千枚通し等で穴の中の異物を取り除く 十字レンチ14mm

ネジ部にも 真鍮製 ステンレス製  水の通る丸い穴が

ノズル筒にも    散水ノズルが  其々開いているので

丸い穴があり ネジ込まれている  ここを掃除する

ズレる事で

流量が変わる   ゴムパッキン

 
ドライバーで左右90°以内で回し水量調整する(穴同志がズレる事で流量が変わる為回し過ぎると塞がる)

調整しても散水口の水量が変わらない場合は散水ノズルを外し掃除・交換を行う

十字レンチ(10/12/18mmと10/14/18mmの2種類)を(固くて回らない時は延長パイプを２人で)使い作業する

レンチが◇穴から外れない様に上から抑えながら反時計回りに回し散水ノズルを取り外す

(注！散水時は水の噴出に注意)

旧タイプ     新タイプ TC-706 (4H3)

筒型のノズルを取り外し流量調整穴を清掃する 蓋部全体が外れるので蓋裏や流量調整穴を清掃し

地面の筒内をブラシやドライバー等を使い 旧タイプと同様に地面筒内の異物を除去する

筒内にある異物等を除去する 清掃後蓋部を付け戻す

真鍮製の散水ノズルは既に製造中止の為 (取付する際はゴムパッキンの位置に留意する)

調整が出来ない場合は新タイプに本体交換 ノズル部だけを新品交換も可能

十字レンチ

延⻑パイプ 延⻑パイプ

内部の異物等を
ドライバー等で除去

この辺りが一番狭く
詰まりやすい


